
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

『維
摩
経
文
疏
』
所
引

の

『維
摩
詰
所
説
経
』

『維
摩
経
文
疏
』
二
十
八
巻

(以
下

『文
疏
』)
と
は
、
天
台
大
師
智

顗
が
晋
王
広

(後
の
階
の
煬
帝
)
の
求
め
に
応
じ
て
献
上
し
た
、
鳩
摩
羅

什
訳

『維

摩
詰
所
説
経
』
三
巻

(以
下

『維
摩
経
』)
の
注
釈
書

で
あ
る
。

た
だ
し
、
口
授

の
途
中
で
智
顗

が
示
寂
し
た
た
め
、
直
接
的
な
智
顗

の

随
文
解
釈

が
展
開
さ
れ
る
の
は
巻
第
二
十
五
の
仏
道
品
の
釈
ま
で
で
あ

り
、
巻
第

二
十
六
以
降
は
、
後
に
弟
子
の
章
安
灌
頂
が
補

い
完
成
さ
せ

て
い
る
た
め
、

一
口
に
こ
れ
な
智
顗
撰
と
す
る
こ
と
は
厳
密
さ
な
欠
く
。

さ
て
、

こ
の

『文
疏
』
は
経
文
と
釈
文
が
交
互
に
配
さ
れ
る
会
本
形

式
で
あ
り
、
読
者

の
便
が
図
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
宝
暦

十

一
年

(
一
七
六

一
)
に
付
さ
れ
た
序
文
及
び
凡
例
に
よ
る
と
、
版
本
の

元
と
な
っ
た
興
福
寺

で
発
見
さ
れ
た
写
本
で
は
、
も
と
も
と
会
本
だ
っ

た
の
は
智
顗

の
巻
第

二
十
五
ま
で
で
あ
り
、
灌
頂

の
補
遺

の
巻
第

二
十

六
以
降
で
は
経
文
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
開
版
に
あ
た
り
宋

本
に
基
づ

き
挿
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
(
1
)

ま
た
、
巻
第
二
十
八
の
識

語
に
よ
る
と
、
そ
の
写
本

は
法
華
寺
、
天
宮
寺
、
清
泰
寺
と
い
っ
た
唐

代
の
天
台
教
団
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
寺
院

の
系
統
を

受
け

山

口

弘

江

て
、
六
九
二
年
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
文

献
は
晋
王
に
献
上
し
た
本
に
極
め
て
近

い
形
態

を
保

っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な

『文
疏
』
の
成
立
と
流
伝
の
背
景
か

ら
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た

『維
摩
経
』
は
、
献
上
当
初
か
ら
釈
と
と
も
に

文
中
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

こ
の
こ
と
は
二
つ
の
重
要
な
意
味
な
持

つ
こ
と
と
な
ろ
う
。
第

一
に
、

隋
代
の

『維
摩
経
』
の
実
態
を
伝
え
る

一
資
料

と
し
て
の
価
値
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
木
村
宣
彰
氏
に
よ

っ
て
、
弘
始
八
年

(四
〇
六
)

訳
と
さ
れ
る
現
行
の

『維
摩
経
』
の
前
に
訳
出

さ
れ
た

『毘
摩
羅
詰
提

経
』
と
称
さ
れ
る
草
稿
本
の
存
在
し
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
は
両
本
を
参
照

し
て
い
た
と
す
る
指
摘
と
併
せ
て
、
検
討
す
べ
き
課
題
と
な
る
。
(
2
)

第
二

に
、
実
際
に
読
誦

さ
れ
た
経
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ぼ
、
釈
と

の
相
関
関
係
か
ら
智
顗

の

『維
摩
経
』
理
解
の
特
質
な
見
い
出
す
こ
と

が
可
能
と
な
る
点
で
あ
る
。

注
釈
書
所
引
の
経
文
を

抽
出
し
諸
本
と
対
校
す
る
と
い
う
手
法
は
、

藤
田
宏
達
博
士
に
よ
る

『観
無
量
寿
経
』
の
研
究
に
先
躍
が
あ
る
(
3
)

。
本

1
2
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研
究
の
目
的
は
、
『文
疏
』
研
究

の
文
献
学
的
基
礎
と
し
て
、
挿
入
さ

れ
た
経
文

と
、

一
般
に
使
用
さ
れ
る
大
正
蔵
本
と
の
相
違
点
な
明
確
に

把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
誤
写
や
異
読
と
単
純
に
排
除
さ

れ
る
危
険
を
避
け
る
た
め
、
単
に
両
書
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
重

要
な
諸
本

と
の
対
照
な
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
客
観
的
な
判
断
基
準
な

設
け
る
こ
と
と
し
た
。

さ
て
、
本
研
究
が
用
い
た
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

調
査
の
対
象
は
、
写
本
の
段
階
か
ら
会
本
形
式
で
あ
っ
た
仏
道
品
第
八

ま
で
の
経
文
と
限
定
し
た
。
『文
疏
』
と

『維
摩
経
』
の
大
正
蔵
本
、

そ
れ
か
ら
大
正
蔵
よ
り
も
詳
細
な
校
勘
記
が
あ
る
北
京
版
中
華
大
蔵
経

に
よ
っ
て
、
諸
本
、
特
に
各
種
大
蔵
経
所
収
本
と
の
大
ま
か
な
異
同
な

確

認

し

た

。
(
4
)

次

に

、

そ

の
他

に
、
隋

唐

代

の

『
維

摩

経

』

の
語

彙

の
傾

向

な
見

極

め

る

た

め

に
、

特

に
唐

代

以
前

に
書

写

さ
れ

た

資

料

な

収

集

し

、
参

照

す

る

こ
と

に
努

め

た
。

使

用

し
た

資

料

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

○

『
文
疏
』

《
天
》
…
大
日
本
続

蔵
経

第

一
套
第

二
七
、
二
八
冊
所
収
本

○

『維

摩
経
』

《
大
》

…
大
正
新
脩

大
蔵
経
第

一
四
巻
所
収

《
高
》

…
高
麗
大
蔵
経
第
九

巻
所
収

(再
離
本
、
巻
上

は

一
二
四
二
年
、
巻
中
は

一
二
四
三
年
)

《
中
》

…
中
華

大
蔵
経

(北
京
版

)
第

一
五
冊
所
収

(巻
上

は
高
麗

蔵
な
転
載
。

巻
中

・
下

は
金
蔵
広

勝
寺
本
。

一
二
世
紀
中
頃
)

『
維
摩
経
文
疏

』
所
引

の

『維
摩
詰
所
説
経
』

(山

口
)

《
房
A
》
…
房
山
石
経
、
階
唐
刻
経
第

一
冊
二

「維
摩
詰
経
」

(初

唐
)

《
房

B
》

…
房
山
石
経
、
隋

唐

刻
経
第
三

冊

一
三
六

「維
摩
詰

所
説
経

」

(八
三

六
年
)

《
聖
上
甲
》
…
聖
語
蔵
、
第
三

類
天
平
十

二
年
御
願
経
第
四
八
号

之
。
N
o
.
3
2
4

「維
摩

詰
所
説
経
巻
上
」

甲
聖
語
蔵

《
聖
上
乙
》

…
聖
語
蔵
、
同
N
o
.
3
2
5
「維
摩
詰

所
説
経
巻
上
」
乙
聖
語
蔵

《
聖
中
》

…
聖
語

蔵
、
同
N
o
.
3
2
6
「維
摩
詰
所
説
経
巻

中
」

(以
上
三

本

は
、
天

平
十

二
年

(七

四
〇
)
書
写
)

《
上
図
書
〇
三

五
》

…
敦
煌

本

上
海

図
書
館

蔵
〇
三

五

(八

一
二
四
四

一
)
、
『
上

海
図
書
館
蔵

敦
煌

吐
魯
番

文
献
』
第

一
冊

(巻

上
、
弟

子
品
第
三

の
途

中
か
ら

巻
末
ま
で
。
北
魏
、
神
龜

元
年

(五

一
八
)

の
識
語
)

《
S
3
3
9
4

》
…
敦
煙
本

。
S
.
3
3
9
4

『
敦
煌
宝
蔵
』

二
八
冊

(巻
中
、
観
衆
生
品
第
七

か
ら
巻
末

ま
で
。
永
徽
三

年

(六
五
二
)

の
識
語
)

《
S
1
8
6
4

》
…
敦
煌

本
S
.
1
8
6
4

、
『敦
煌

宝
蔵
』

一
四
冊

(
三
巻
を

完
備
。
甲
戌
年

(七
九

四
)

の
識
語
)

本

稿

で

は
、

紙

面

の
都

合

上

、

調

査

の
結

果

判

明

し
た

『
文

疏

』

の

経

文

の
特

色

を

示

す

も

の

の
う

ち

、
特

に
重

要

と

思

わ

れ

る
事

例

な

報

告

す

る
。

第

一
に
次

の
三

例

は
、

『
文

疏

』
と

一
部

の
異

本

で
興

味

深

い

一
致

が

見

ら

れ

る
例

で
あ

る
。

「不

見

如

来

仏

国
厳

浄
」

《
天

》

(卍

二
八
冊

一
二
頁
下
三
行
)
・
《
聖

上

甲

》
・

《
聖

上

乙

》
・
《
房

A
》
・
《
房

B
》
7
《
S
1
8
6
4

》

1
2
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『維
摩
経
文
疏
』
所
引
の

『維
摩
詰
所
説
経
』
(山

口
)

「不
見
如
来
仏
土
厳
浄
」
《
大
》
(五
三
八
頁
下
一
一行
)
・
《高
》

「不
見
如
来
国
土
厳
浄
」
そ
の
他
の
宋
版
以
降
の
大
蔵
経

こ
こ
で
は
三
種
類
の
語
句
が
用
い
ら
れ
る
。
唐
代
以
前
に
書
写
さ
れ

た
写
本
や
石
経
で
は

「仏
国
」
の
語
が
採
用
さ
れ
、
ま
た

『文
疏
』
も

そ
の
例
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「非
得
果
」
《
天
》
(卍
二
八
冊
九
五
頁
下
五
行
)
・
《
聖
上
甲
》
・
《聖
上
乙
》
・

《上
図
書
〇
三
五
》

「非
得
果
非
不
得
果
」
《
大
》
(五
四
〇
頁
二
六
行
)
・
《
高
》
・
《房
A
》
・

《
S
1
8
6
4
》

こ
の
部

分
の
経
文
は
、
「不
見
四
諦
、
非
不
見
諦
。
非
得
果
。
非
凡

夫
、
非
離

凡
夫
。
非
聖
人
、
非
不
聖
人
」
と
対
句
が
続
く
中
、
「非
得

果
」
に
対
す
る
否
定
句
が
抜
け
落
ち
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
『文
疏
』
で

は
釈

の
中

で
、
「経
言
非
得
果
、
有
師
解
言
、
此
恐
脱
落
。
類
応
有
対
。」

と
脱
落
と
判
断
す
る
他
師

の
説
を
挙
げ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て

「今
明
非
脱
落
。
正
是
義
也
。」
と
し
て
、
有
師
の
説
を
採
ら
な
い
。

「善
得
」
《
天
》
(卍
二
八
冊

一
八
四
頁
下

一
三
行
ほ
か
)
・
《聖
上
甲
》
・
《上

図
書
〇
三
五
》

「善
徳
」
《
大
》
(五
四
三
頁
下

一行
)
・
《高
》
・
《
聖
上
乙
》
・
《房
A
》
・
《房

B
》
・
《
S
1
8
6
4

》

仏
伝
に
有
名
な

の
訳
語
に
対
し
、
『文
疏
』
「善
得
の
善
は

善
巧
な
る

こ
と
を
表
し
、
得
と
は
理
を
得
る
、
の
意

で
あ
る
」
と
の
語

義
を
与
え

て
い
る
。
唐
の
孔
穎
達

『礼
記
』

の
疏
に
、
「徳
と
は
理
を

得
る
の
称
な
り
」
と

い
う
解
釈
が
あ
る
よ
う
に
、
中
国
古
典

一
般
に
用

い
ら
れ
る
釈
を
依
用
し
、
「得
」
に
よ
り
積
極
的
な
意
義
を
与
え
る
。

ま
た
、
聖
徳
太
子
撰
と
さ
れ
る

『維
摩
経
義
疏
』
で
も

「善
得
」
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に

『文
疏
』
と
大
正
蔵

(高
麗
蔵
)
が

一
致
す
る
が
、
そ
の
他

と
は
異
な
る
例
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「菩
提
心
是
菩
薩
浄
土
」
《天
》
(卍
二
七
冊
九
五
三
頁
八
行
)
・
《
大
》
(五

三
八
頁
中
三
行
)
・
《
高
》

「発
大
乗
心
是
菩
薩
浄
土
」
《房
A
》

「大
乗
心
是
菩
薩
浄
土
」
《聖
上
甲
》
・
《聖
上
乙
》
・
《房
B
》
・
《
S
1
8
6
4

》

『文
疏
』
巻
第
七

「大
乗
心
者
、
即
是
四
教

大
乗
。
四
種
菩
薩
発
菩

提
心
也
。
」
(卍
二
七
冊
九
五
三
頁
上
)
と
釈
の
中

で
は

「大
乗
心
」
と
し

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
『注
維
摩
詰
経
』

の
会
本

の
経
文
部
分
に

は

「大
乗
心
」
と
あ
る
が
、
僧
肇
の
注
に
は

「別
本
云
、
直
心
深
心
菩

提
心
。
」
(大
正
蔵
三
八
巻
三
三
五
頁
下
)
と
い
う
。

一
方
、
鳩
摩
羅
什
の

釈

の
中

で
は

「大
乗
心
」

の
語
は
用

い
ら
れ
ず
、
三
心

の
浅
深
の
過
程

を

「直
心
誠
実
心
也
。
発
心
之
始
、
始
於
誠
実
。
道
識
弥
明
、
名
為
深

心
。
深
心
増
広
、
正
趣
仏
慧
、
名
菩
提
心
。
」

(同
頁
下
)
と
説
く
。
こ

の
限
り
に
お
い
て
、
羅
什
釈

の
意
図
す
る
経
文

に

「大
乗
心
」
の
語
が

採
用
さ
れ
て
い
た
要
素
は
希
薄
で
あ
る
。
「別
本
」
に
つ
い
て
は
、
木
村

宣
彰
氏

の
研
究
に
よ
っ
て
羅
什
が
弘
始
八
年

(四
〇
六
)
に
訳
出
し
た
現

行
の

『維
摩
詰
所
説
経
』.
の
前
に
訳
出
し
た
草
稿
本

の

『毘
摩
羅
詰
提

1
2
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経
』
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
に
基
づ
け
ぼ
、
草
稿

本
の
段
階

で
は

「菩
提
心
」
で
あ
っ
た
箇
所
を
、
弘
始
八
年
の
訳
本
で

は

「大
乗
心
」
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に

『文

疏
』
を
対
応
さ
せ
る
と
、
経
文
部
分
で
は
草
稿
本
を
依
用
し
、
釈
文
で

は
弘
始
八
年
訳
本
の
語
彙
な
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
三

に

『文
疏
』
の
み
の
異
読
と
判
断
で
き
、
重
要
な
意
味
な
有
す

る
例
は
、
次
の
二
例
が
留
意
さ
れ
よ
う
。

「法
自
在
菩
薩
」
《
天
》
(卍
二
七
冊
九

一
一
頁
下
五
行
)
・
《
聖
上
甲
》

「法
自
在
王
菩
薩
」
《
大
》

(五
三
七
頁
中
三
行
)
・
《高
》
・
《聖
上
乙
》
・
《
房

A
》
・
《
S
1
8
6
4

》

『文
疏

』
巻
第
四
で
は

「～
王
」
と
い
う
菩
薩
に
対
し
て
は
、
「定
自

在
王
菩
薩
…
即
得
自
在
如
国
王
也
。」
(卍
二
七
冊
九

二

頁
下
)
の
よ
う

に

「～
で
あ
る
の
は
王
の
よ
う
だ
」
と
総
括
す
る
の
に
対
し
、

「法
自
在

菩
薩
…
於
十
法
界

一
切
諸
法
、
自
在
也
。」
(同
九

二

頁
下
)
と
い
い

「如
王
也
」
の
定
型
句
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『文
疏
』
の
場
合
は
単

な
る
誤
脱

で
は
な
い
と
判
断
で
き
よ
う
。

「大
長
者
」
《
天
》
(卍
二
八
冊
一
九
頁
下
七
行
)

「長
者
」
《
大
》
(五
三
九
頁
上
八
行
)
・
《高
》
・
《聖
上
甲
》
・
《聖
上
乙
》
・

《房
A
》
・
《
房
B
》
・
《
S
1
8
6
4

》

『法
華
経
』
譬

喩
品
第
三

「舎
利
弗
、
若
国
邑
聚
落
、
有
大
長
者
」

(大
正
蔵
九
巻

一
二
頁
中
)
に
対
応
す
る

『法
華
文
句
』

の
解
釈

で
は
、

こ
の

「大
長
者
」
に
対
し
詳
細
な
定
義
を
与
え
る
。
『維
摩
経
文
疏
』

『維
摩
経
文
疏
』
所
引
の

『維
摩
詰
所
説
経
』
(山

口
)

の
こ
の
箇
所
に
対
す
る
解
釈
は
、
『法
華
文
句
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

1

公
遵
親

王

『廣

本
浄
名
経

疏
序

』

「然
寧

樂
古
藏
僅
存

一
部

。
」

(卍
続

蔵
二
七
冊
八
五
七
頁
上
)
、
守
篤
本
純

『
新
刻
維
摩
経
文
疏
序
』

「但
憾
文

疏

一
部
本
山
失
傳
、
其
僅
存
数
巻

、
亦
惟

残
簡
不
足
釆
覧

。
往
歳
難
頭
慈

爰、

撰
得
寧
樂
古

蔵
、
併
荊

渓
記
。
」

(同
八
五

八
頁
上
)
、
亮

潤

『
刻
浄

名
疏
記
序
』

「近
横
川
鶏

頭
、
慈
暖
、

特
索
諸
南
都

興
福
。
果
獲

全
帙

而

還
。
靈

空
和
尚

一
見
、
而
喜
遂
使

。」

(卍
続
蔵

二
八
冊
七

一
九
頁
上

)

の

記
述

に
よ

っ
て
、
湛
然

『
維
摩
経

疏
記
』
と
と
も

に
興
福
寺

の
経
蔵

か
ら

発
見
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

2木
村
宣
彰

『注

維
摩
経
序

説
』

(東
本
願
寺

出
版
部
、

一
九
九

五
年
九

月
)
。

3

藤
田
宏
達

『観

無
量
寿
経

講
究
1

『
観
経

四
帖

疏
』
な
参
看

し

て
―

』

(真

宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、

一
九
八
五
年
七
月
)。

4中
華
蔵
に
は
房
山
石
経

が
校
合

に
採
用
さ

れ
て
い
る
が
、
そ

の
異

同

の

特
色
か
ら
、
校
合

に
採
用

さ
れ
た

の
は
八

一
九
年

の
刻
経

で
あ

る
こ
と
が

判
明
し
た
。

ま
た
大
正
蔵

に
付

さ
れ
た
聖
語
蔵

の
校

異
は
、
調
査

の
結
果
、

巻
上

に
関
し

て
は
、

二

つ
の
写
本

か
ら
区
別
無

し
に
異
同
な
指
摘

し
た
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
注
意
を

要
す
る
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

維
摩
詰
所
説
経
、
維
摩

経
文
疏
、
毘
摩
羅
詰
提
経

(駒
澤
大
学
大
学
院
)

1
2
7
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According to my research, the text does not seem to have been written by 

Zhanran.

23.Tiantai Zhiyi's conception of"li"(理)

Akihiro KASHIWAGURA

This thesis argues against the idea that"where there is principle(li)it is

dhatu-vada, and that is not Buddhism."As far as Zhiyi(智 顕)is concerned,

he does not perceive that principle exists separately from self. For him, there

is no self that beholds principle, and no principle that is observed;principle

is recognized in a state beyond existence and nonexistence. Zhiyi's concept

is that principle is not with others but with oneself and becomes evident

while living within the teachings of Buddha's way. From the above points, it

is possible to argue that for Zhiyi, the principle is not a perception that basi-

cally exists, and it is not dhatu-vada.

24.An Investigation of Problems Related to Inserts from the Vimalakirtinir-

desa in the Weimonjing wenshu

Hiroe YAMAGUCHI

The 28 scrolls that comprise the Weimojing wenshu維 摩 経 文 疏are one

of the most important commentaries on the Vimalakirtinirdesa 維 摩 詰 所 説

経as translated b Kumarajiva鳩 摩 羅 什.Tiantai Zhiyi天 台 智顗completed

his commentary of the sutra's first eight chapters as far as the 25th scroll be-

fore his death, and the remaining three scrolls were subsequently completed

by his disciple Guanding灌 頂. In these subsequent commentaries, sentences

from the original sutra are inserted.

According to the notes, the first 25 scrolls had been accurately preserved 

with the sura inserts intact. I can surmise with a reasonable certainty that 

they preserve Zhiyi's sutra inserts very closely. 

Problems do remain, however. There are many small differences between 

the Weimonjing wenshu's sutra inserts and the sutra itself as it appears in the
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Taisho Canon vol.l4. Therefore, in this paper I have researched the Vimala-

kirtinirdesa text dated close to the time of Zhiyi, as far as the eighth chapter. 

On the basis of this research, I was able to point out areas with particular 

relevance to Zhiyi. 

25. Songyuan Chongyue: His Biography and Thought 

Shudo ISHII

In this article I have re-examined the stupa inscription for Songyuan

Chongyue(松 源 崇 岳), which was written by Lu You(陸 游)and included in

his Weinan Anthology. According to the inscription, Songyuan was enlight-

ened upon hearing Mi'an Xianjie's(密 庵咸 傑)instructions on Muan Anyong's

(木 庵 安 永)phrase,"opening one's mouth is not on the tongue."Muan Any-

ong was a second-generation successor to Dahui(大慧). Afterward, this

phrase came to represent Songyuan's teaching. The phrase's meaning is ex-

amined on the basis of two of his general lectures(普 説), in which both the

experience of great enlightenment based on the koan and having an encoun-

ter with a good Zen master are important. Thus this koan becomes referred

to as"a single koan that exhausts the great earth"and"the koan of the im-

mediate manifestation of one's original allotment."

26.Shenhui's(神 會)Bodhisattva-sila Thought

Shiro NAKAJIMA

Parallelisms between the early stage of Chars Buddhism(禅 宗)and the

Mahayana-Bodhisattva-sila Movement(大 乗 菩 薩 戒 運 動)have been pointed

out. Northern Song Chan's(北 宗)Wushen Fangbian men(『 無 生 方 便 門 』),

Shenhui's Platform-Words(『 壇 語 』), the Lidai fabao ji and the Dunhuang

Platform Sutra of the Sixth Patriarch(敦煌 本 『六 祖 壇 経 』)"〈Mind-ground-

Formless-sila(心 地 無 相 戒)>record the giving and receiving of the Mahaya-

na-Bodhisattva-CIla according to the rites prescribed in the Fanwangjing(『

梵 網 経 』)since the Fourth Patriarch Daoxin(四 祖 道 信). That Shenhui's Plat-
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